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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線通信環境において、データ・パケットのシ
ーケンスを確実に受信することを容易にする。
【解決手段】再復号によるアクノレッジメント・メッセ
ージ検出の確認によって、ハイブリッド自動反復要求プ
ロトコルを高度化するメカニズムが提供される。送信機
は、１または複数のデータ送信で、パケットのシーケン
スからデータ・パケットを送る。受信機は、十分な送信
を取得すると、データ・パケットをアクノレッジして、
このパケットを復号する。受信機は、送信機がアクノレ
ッジメントを検出したかを確認するために、連続したデ
ータ送信を、前に受信された送信とともに再復号する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信のための方法であって、
　データ・パケットのシーケンスから、前記データ・パケットに対応するデータ送信を受
信することと、
　前記データ送信を、１または複数の前に受信されたデータ送信と結合することと、
　その結合結果を再復号することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続したデータ送信を破棄
することをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持することをさらに備える請求項２
に記載の方法。
【請求項５】
　前記データ送信が、最後に復号されたデータ・パケットに相当するかを判定することを
さらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記結合結果の再復号が成功したことを識別することをさらに備える請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルすることをさらに備える請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別することをさらに備える請求項５に記載の
方法。
【請求項９】
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てることをさらに備える請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記データ送信を受信することは、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納することを備える請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　連続したデータ送信を、並行したバッファに交互に格納することをさらに備える請求項
１０に記載の方法。
【請求項１２】
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納することをさらに
備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記データ送信を同時に復号することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　通信に適応された装置であって、
　データ・パケットのシーケンスから、前記データ・パケットに対応するデータ送信を受
信することと、前記データ送信を、１または複数の前に受信されたデータ送信と結合する
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ことと、その結合結果を再復号することとに関する命令群を保持するメモリと、
　前記メモリに接続され、前記メモリに保持された命令群を実行するように構成されたプ
ロセッサと
を備える装置。
【請求項１５】
　前記メモリはさらに、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
に関する命令群を保持する請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記メモリはさらに、前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続
したデータ送信を破棄することに関する命令群を保持する請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記メモリはさらに、前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持する請求項
１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記メモリはさらに、前記データ送信が、最後に受信され復号されたデータ・パケット
に相当するかを判定することに関する命令群を保持する請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記メモリはさらに、前記結合結果の再復号が成功したことを識別することに関する命
令群を保持する請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記メモリはさらに、再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント
・メッセージを送信機にシグナルすることに関する命令群を保持する請求項１９に記載の
装置。
【請求項２１】
　前記メモリはさらに、前記結合結果の再復号が失敗したことを識別することに関する命
令群を保持する請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　前記メモリはさらに、前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次
のデータ・パケットへ割り当てることに関する命令群を保持する請求項２１に記載の装置
。
【請求項２３】
　前記メモリはさらに、前記データ送信を同時に復号することに関する命令群を保持する
請求項１４に記載の装置。
【請求項２４】
　通信に適応された装置であって、
　データ・パケットのシーケンスから、前記データ・パケットに対応するデータ送信を受
信する手段と、
　前記データ送信を、１または複数の前に受信されたデータ送信と結合する手段と、
　その結合結果を再復号する手段と
を備える装置。
【請求項２５】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合する手段と、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号する手段と、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
る手段と
をさらに備える請求項２４に記載の装置。
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【請求項２６】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続したデータ送信を破棄
する手段をさらに備える請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持する手段をさらに備える請求項２
５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記データ送信が、最後に受信され復号されたデータ・パケットに相当するかを判定す
る手段をさらに備える請求項２４に記載の装置。
【請求項２９】
　前記結合結果の再復号が成功したことを識別する手段をさらに備える請求項２８に記載
の装置。
【請求項３０】
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルする手段をさらに備える請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別する手段をさらに備える請求項２８に記載
の装置。
【請求項３２】
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てる手段をさらに備える請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記データ送信を受信する手段は、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納する手段を備える請求項２４に記載の装置。
【請求項３４】
　連続したデータ送信を、並行したバッファに交互に格納する手段をさらに備える請求項
３３に記載の装置。
【請求項３５】
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納する手段をさらに
備える請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記データ送信を同時に復号する手段をさらに備える請求項２４に記載の装置。
【請求項３７】
　機械読取可能媒体であって、
　データ・パケットのシーケンスから、前記データ・パケットに対応するデータ送信を受
信することと、
前記データ送信を、１または複数の前に受信されたデータ送信と結合することと、
その結合結果を再復号することと
のための、格納された機械実行可能な命令群を有する機械読取可能媒体。
【請求項３８】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
のための命令群をさらに備える請求項３７に記載の機械読取可能媒体。
【請求項３９】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続したデータ送信を破棄
するための命令群をさらに備える請求項３８に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４０】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持するための命令群をさらに備える
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請求項３８に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４１】
　前記データ送信が、最後に受信され復号されたデータ・パケットに相当するかを判定す
るための命令群をさらに備える請求項３７に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４２】
　前記結合結果の再復号が成功したことを識別するための命令群をさらに備える請求項４
１に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４３】
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルするための命令群をさらに備える請求項４２に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４４】
　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別するための命令群をさらに備える請求項４
１に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４５】
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てるための命令群をさらに備える請求項４４に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４６】
　前記データ送信を受信することは、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納することを備える請求項３７に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４７】
　連続したデータ送信を、並行したバッファに交互に格納するための命令群をさらに備え
る請求項４６に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４８】
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納するための命令群
をさらに備える請求項４７に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４９】
　前記データ送信を同時に復号するための命令群をさらに備える請求項３７に記載の機械
読取可能媒体。
【請求項５０】
　装置であって、
　データ・パケットのシーケンスから、前記データ・パケットに対応するデータ送信を受
信し、前記データ送信を、１または複数の前に受信されたデータ送信と結合し、その結合
結果を再復号するように構成された集積回路を備えた装置。
【請求項５１】
　前記集積回路はさらに、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合し、前記符号結合された１ま
たは複数の前に受信されたデータ送信を復号し、前記１または複数の前に受信されたデー
タ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送るように構成された請求項５０に記載の装
置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　この出願は、２００７年３月２１日に出願され"H-ARQ ACK DETECTION VALIDATION BY R
E-DECODING"と題された米国仮特許出願６０／８９６，０３４号の利益を主張する。前記
出願の全体は、参照によって本明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　以下の記載は、一般に通信システムに関し、更に詳しくは、送信を再復号することによ
って、送信機と受信機との間の送信を確認することに関する。
【背景技術】
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【０００３】
　無線通信システムは、例えば音声、データ等のような様々なタイプの通信コンテンツを
提供するために広く展開している。一般的な無線通信システムは、利用可能なシステム・
リソース（例えば、帯域幅、送信電力等）を共有することにより、多数のユーザとの通信
をサポートすることができる多元接続システムでありうる。そのような多元接続システム
の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム
、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）シ
ステム等を含みうる。
【０００４】
　通常、無線多元接続通信システムは、同時に多数のモバイル・デバイスのための通信を
サポートすることができる。モバイル・デバイスはおのおのの、順方向リンクおよび逆方
向リンクでの送信によって、１または複数の基地局と通信することができる。順方向リン
ク（すなわち、ダウンリンク）は、基地局からモバイル・デバイスへの通信リンクを称し
、逆方向リンク（すなわち、アップリンク）は、モバイル・デバイスから基地局への通信
リンクを称する。さらに、モバイル・デバイスと基地局との間の通信は、単一入力単一出
力（ＳＩＳＯ）システム、複数入力単一出力（ＭＩＳＯ）システム、複数入力複数出力（
ＭＩＭＯ）システム等によって確立されうる。
【０００５】
　ＭＩＭＯシステムは一般に複数（ＮＴ個の）送信アンテナを使用し、複数（ＮＲ個の）
受信アンテナを使用する。ＮＴ個の送信アンテナおよびＮＲ個の受信アンテナによって形
成されるＭＩＭＯチャネルは、ＮＳ個の独立チャネルへ分解されうる。ここで、ＮＳ≦｛
ＮＴ，ＮＲ｝である。ＮＳ個の独立したチャネルのおのおのはディメンションに相当する
。さらに、複数の送信アンテナおよび受信アンテナによってさらなるディメンションが生
成される場合、ＭＩＭＯシステムは、改善されたパフォーマンス（例えば、高められたス
ペクトル効率、より高いスループット、および／または、より向上した信頼性）を提供す
ることができる。
【０００６】
　ＭＩＭＯシステムは、共通物理媒体によって順方向リンク通信および逆方向リンク通信
を分割する様々な二重化技術をサポートする。例えば、周波数分割二重化（ＦＤＤ）シス
テムは、順方向リンク通信および逆方向リンク通信のために異なる周波数領域を利用する
ことができる。さらに、時分割二重化（ＴＤＤ）システムでは、順方向リンク通信と逆方
向リンク通信とが、共通の周波数領域を利用することができる。しかしながら、従来の技
術は、チャネル情報に関する制限されたフィードバックしか提供しないか、あるいは、フ
ィードバックを提供しない。
【０００７】
　情報を送信および受信することは、通信業界の核心にある。メディア・コンテンツおよ
びアプリケーションにおける最近の増加は、データの送信時および受信時における信頼性
および効率に対して高い要求をもたらした。ハイブリッド自動反復要求（Ｈ－ＡＲＱ）プ
ロトコルは、データを送信するための幾分効率的な１つのメカニズムである。しかしなが
ら、実際に効率的かつシームレスな送信に対しては、障害がある。初期の解決策は、根本
的な問題を解決するのではなく、単に（例えば、計算時間や電力のような）リソースを再
割当するパワー・ハングリな、あるいは非常に複雑なルーチンに頼っている。
【０００８】
　Ｈ－ＡＲＱプロトコルおよびＡＣＫプロトコルは、データ伝送を促進するが、欠点があ
る。受信機は、データの受信をシグナルするために、送信機へアクノレッジメント（ＡＣ
Ｋ）を送る。ＡＣＫを受信すると、送信機は、次のデータ・パケットの送信を開始する。
この処理は、全てのデータ・パケットが送信され受信されるまで続く。理想的な条件の下
では、ＡＣＫは、常に、送信機によって迅速に受信され、スループットにおけるロスはほ
とんどない。しかしながら、今まで、理想的な条件は稀にしかなかった。しばしば、ＡＣ
Ｋは、送信機によって受信されず、もって、送信機は、受信機によって既に正しく受信さ
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れている送信を送り続けるので、レイテンシが発生する。さらに悪いことに、そのような
強力な尺度を採用する本質的なニーズがない場合、送信機は、スケジューラによって、デ
ータ・パケット送信を中止または延期するように指示されうる。
【発明の概要】
【０００９】
　以下は、１または複数の実施形態の基本的な理解を提供するために、そのような実施形
態の簡略化された概要を示す。この概要は、考えられる全ての実施形態の広範な概観では
なく、全ての実施形態の重要要素や決定的要素を特定することでも、任意または全ての実
施形態の範囲を線引きすることでもないことが意図される。その唯一の目的は、１または
複数の実施形態の幾つかの概念を、後に示されるより詳細な説明の前置きとして簡単な形
式で示すことである。
【００１０】
　局面によれば、本明細書では、データ・パケットのシーケンスを受信する方法が記載さ
れる。この方法は、データ・パケットのシーケンスから、データ・パケットに対応するデ
ータ送信を受信することを備える。さらに、この方法は、このデータ送信を、１または複
数の前に受信されたデータ送信と結合することを含む。この方法はまた、結果として得ら
れた結合を再復号することを備える。
【００１１】
　別の局面は、データ・パケットのシーケンスから、データ・パケットに対応するデータ
送信を受信することと、このデータ送信を、１または複数の前に受信されたデータ送信と
結合することと、結果として得られた結合を再復号することとに関連する命令群を保持す
るメモリを備える無線通信装置に関する無線通信装置はまた、メモリに接続されメモリに
保持された命令群を実行するように構成されたプロセッサを含みうる。
【００１２】
　また別の局面は、パケットのシーケンスを受信することを容易にする無線通信装置に関
する。この装置は、データ・パケットのシーケンスから、データ・パケットに対応するデ
ータ送信を受信する手段を含みうる。さらに、この装置は、データ送信を、１または複数
の前に受信されたデータ送信と結合する手段を含みうる。この装置はさらに、結果として
得られた結合を再復号する手段を備えうる。
【００１３】
　また別の局面は、データ・パケットのシーケンスから、データ・パケットに対応するデ
ータ送信を受信するための、格納された機械実行可能な命令群を有する機械読取可能媒体
に関する。機械読取可能媒体はさらに、データ送信を、１または複数の前に受信されたデ
ータ送信と結合するための命令群を備えうる。さらに、機械読取可能媒体は、結果として
得られた結合を再復号するための命令群を含みうる。
【００１４】
　別の局面によれば、無線通信システムにおいて、装置は、集積回路を備えうる。集積回
路は、データ・パケットのシーケンスから、データ・パケットに対応するデータ送信を受
信するように構成されうる。集積回路はさらに、データ送信を、１または複数の前に受信
されたデータ送信と結合するように構成されうる。さらに、集積回路は、結果として得ら
れた結合を再復号するように構成されうる。
【００１５】
　前述した目的および関連する目的を達成するために、１または複数の実施形態は、後に
十分に記載され特に請求項において指摘される特徴を備えている。以下の記載および添付
図面は、１または複数の実施形態のある例示的な局面を詳細に述べている。しかしながら
、これらの局面は、様々な実施形態の原理が適用され、記載された実施形態がそのような
全ての局面およびそれらの等価物を含むことが意図されている様々な方法のうちのほんの
僅かを示すに過ぎない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】



(8) JP 2014-14085 A 2014.1.23

10

20

30

40

50

【図１】図１は、本明細書に記載された様々な局面にしたがった無線通信システムの実例
である。
【図２】図２は、対象とする開示の局面にしたがって無線通信システムにおいて適用され
る通信装置の実例である。
【図３】図３は、対象とする開示の局面にしたがって無線通信システムにおいて適用可能
な受信機の実例である。
【図４】図４は、対象とする開示の局面にしたがう再復号によってアクノレッジメント検
出確認を容易にする方法論の実例である。
【図５】図５は、対象とする開示の局面にしたがう確認スキームの実例である。
【図６】図６は、対象とする開示の局面にしたがって再復号することにより確認を容易に
する方法論の実例である。
【図７】図７は、対象とする開示の局面による確認スキームの実例である。
【図８】図８は、対象とする開示の局面にしたがって再復号することにより確認を容易に
する方法論の実例である。
【図９】図９は、再復号によってアクノレッジメント検出を確認することを容易にするモ
バイル・デバイスの実例である。
【図１０】図１０は、再復号によって確認を容易にするシステムの実例である。
【図１１】図１１は、本明細書に記載された様々なシステムおよび方法と共に適用されう
る無線ネットワーク環境の実例である。
【図１２】図１２は、再復号によってアクノレッジメント検出を確認することを容易にす
るシステムの実例である。
【図１３】図１３は、データ・パケットの確実な受信を提供するように構成されたシステ
ムの実例である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　様々な実施形態が、同一要素を参照するために全体を通じて同一符番が用いられている
図面を参照して説明される。以下の記載では、説明の目的のために、１または複数の実施
形態の完全な理解を提供するために、多くの具体的な詳細が述べられる。しかしながら、
そのような実施形態は、これら具体的な詳細無しで実現されうることが明確である。他の
事例では、周知の構成およびデバイスが、１または複数の実施形態の説明を容易にするた
めに、ブロック図形式で示される。
【００１８】
　本願で使用されるように、用語「構成要素」、「モジュール」、「システム」等は、ハ
ードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアとの組み合わせ、ソフトウェ
ア、または実行中のソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、お
よび／または、これらの任意の組み合わせであるコンピュータ関連エンティティを称する
ことが意図される。例えば、構成要素は、限定される訳ではないが、プロセッサ上で実行
中のプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行形式、実行スレッド、プログラム、およ
び／またはコンピュータでありうる。例示によれば、コンピュータ・デバイス上で実行中
のアプリケーションと、コンピュータ・デバイスとの両方が構成要素になりえる。１また
は複数の構成要素は、プロセスおよび／または実行スレッド内に存在し、構成要素は、１
または複数のコンピュータに局在化されるか、および／または、２またはそれ以上のコン
ピュータに分散されうる。さらに、これらの構成要素は、様々なデータ構造を格納して有
する様々なコンピュータ読取可能媒体から実行可能である。これら構成要素は、例えば１
または複数のデータ（例えば、信号によってローカル・システムや分散システム内の他の
構成要素とインタラクトする１つの構成要素からのデータ、および／または、他のシステ
ムを備えた例えばインターネットのようなネットワークを介して他の構成要素とインタラ
クトする１つの構成要素からのデータ）のパケットを有する信号にしたがって、ローカル
処理および／またはリモート処理によって通信することができる。
【００１９】
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　さらに、本明細書では様々な実施形態が、モバイル・デバイスに関連して記載される。
モバイル・デバイスは、システム、加入者ユニット、加入者局、モバイル局、モバイル、
遠隔局、遠隔端末、アクセス端末、ユーザ端末、端末、無線通信デバイス、ユーザ・エー
ジェント、ユーザ・デバイス、またはユーザ機器（ＵＥ）とも称されうる。モバイル・デ
バイスは、セルラ電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、無
線ローカル・ループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマート・フォン、ＭＰ３
プレーヤ、デジタル・カメラ、無線接続機能を有するハンドヘルド・デバイス、コンピュ
ータ・デバイス、あるいは、無線モデムに接続されたその他の処理デバイスでありうる。
本明細書に記述された局面は、移動性を備えたデバイスに限定されないことが認識される
べきである。例えば、据置式ＵＥあるいは固定無線通信ＵＥが適用されうる。さらに、本
明細書では、様々な実施形態が、基地局に関して説明される。基地局は、モバイル・デバ
イスと通信するために利用され、アクセス・ポイント、ノードＢ、またはその他幾つかの
専門用語でも称されうる。
【００２０】
　さらに、本明細書に記載の様々な局面または特徴は、標準的なプログラミング技術およ
び／またはエンジニアリング技術を用いた方法、装置、または製造物品として実現されう
る。本明細書で使用される用語「製造物品」は、任意のコンピュータ読取可能デバイス、
キャリア、あるいは媒体からアクセスすることが可能なコンピュータ・プログラムを含む
ことが意図される。例えば、コンピュータ読取可能媒体は、限定される訳ではないが、磁
気記憶装置（例えば、ハード・ディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気ストラ
イプ等）、光ディスク（例えば、コンパクト・ディスク（ＣＤ）、ＤＶＤ等）、スマート
・カード、およびフラッシュ・メモリ・デバイス（例えば、ＥＰＲＯＭ、カード、スティ
ック、キー・ドライブ等）を含みうる。さらに、本明細書に記述された様々な記憶媒体は
、情報を格納するための１または複数のデバイスおよび／またはその他の機械読取可能媒
体を示すことができる。用語「機械読取可能媒体」は、限定することなく、命令（群）お
よび／またはデータを格納、包含、および／または搬送することが可能な無線チャネルお
よびその他様々な媒体を含みうる。
【００２１】
　図１に示すように、無線通信システム１００が、本明細書に示された様々な実施形態に
したがって例示される。システム１００は、複数のアンテナ・グループを含むことができ
る基地局１０２を備える。例えば、１つのアンテナ・グループは、アンテナ１０４および
アンテナ１０６を含むことができ、別のグループはアンテナ１０８およびアンテナ１１０
を備えることができ、さらに別のグループはアンテナ１１２およびアンテナ１１４を含む
ことができる。おのおののアンテナ・グループについて２つのアンテナが例示されている
が、おのおののグループについて、それよりも多いあるいはそれよりも少ないアンテナが
適用されうる。基地局１０２はさらに、送信機チェーンおよび受信機チェーンを含みうる
。それらのおのおのは、当業者によって理解されるように、信号の送信および受信に関連
する複数の構成要素（例えば、プロセッサ、変調器、マルチプレクサ、復調器、デマルチ
プレクサ、アンテナ等）を備えうる。
【００２２】
　基地局１０２は、例えばモバイル・デバイス１１６およびモバイル・デバイス１２２の
ような１または複数のモバイル・デバイスと通信することができる。しかしながら、基地
局１０２は、モバイル・デバイス１１６およびモバイル・デバイス１２２に類似した実質
的に任意の数のモバイル・デバイスと通信しうることが理解されるべきである。モバイル
・デバイス１１６およびモバイル・デバイス１２２は例えば、セルラ電話、スマート・フ
ォン、ラップトップ、ハンドヘルド通信デバイス、ハンドヘルド・コンピュータ・デバイ
ス、衛星ラジオ、全地球測位システム、ＰＤＡ、および／または、無線通信システム１０
０を介して通信するのに適切なその他任意のデバイスでありうる。図示するように、モバ
イル・デバイス１１６は、アンテナ１１２およびアンテナ１１４と通信している。ここで
、アンテナ１１２およびアンテナ１１４は、順方向リンク１１８によってモバイル・デバ
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イス１１６へ情報を送信し、逆方向リンク１２０によってモバイル・デバイス１１６から
情報を受信する。さらに、モバイル・デバイス１２２はアンテナ１０４およびアンテナ１
０６と通信している。ここで、アンテナ１０４およびアンテナ１０６は、順方向リンク１
２４でモバイル・デバイス１２２へ情報を送信し、逆方向リンク１２６でモバイル・デバ
イス１２２から情報を受信する。周波数分割デュプレクス（ＦＤＤ）システムでは、例え
ば、順方向リンク１１８は、逆方向リンク１２０によって使用されるものとは異なる周波
数帯域を使用し、順方向リンク１２４は、逆方向リンク１２６によって使用されるものと
は異なる周波数帯域を使用することができる。さらに、時分割デュプレクス（ＴＤＤ）シ
ステムでは、順方向リンク１１８および逆方向リンク１２０は、共通の周波数帯域を使用
し、順方向リンク１２４および逆方向リンク１２６は、共通の周波数帯域を使用すること
ができる。
【００２３】
　通信するように指定された領域および／またはアンテナのセットは、基地局１０２のセ
クタと称されうる。例えば、アンテナ・グループは、基地局１０２によってカバーされた
領域のセクタ内のモバイル・デバイスに通信するように設計されうる。順方向リンク１１
８および順方向リンク１２４による通信では、基地局１０２の送信アンテナは、モバイル
・デバイス１１６およびモバイル・デバイス１２２のための順方向リンク１１８および順
方向リンク１２４の信号対雑音比を改善するためにビームフォーミングを適用することが
できる。また、基地局１０２が、関連する有効範囲にランダムに散在したモバイル・デバ
イス１１６、１１２に送信するためにビームフォーミングを利用している間、近隣セル内
のモバイル・デバイスは、全てのモバイル・デバイスに対して単一アンテナによって送信
している基地局に比べて、少ない干渉しか被らない。
【００２４】
　例によれば、システム１００は、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）通信システムでありう
る。さらに、システム１００は、例えばＦＤＤ、ＴＤＤ等のような任意のタイプの二重化
を利用することができる。実例によれば、基地局１０２は、モバイル・デバイス１１６、
１２２に対して順方向リンク１１８、１２４によって送信することができる。さらに、モ
バイル・デバイス１１６、１２２は、それぞれの順方向リンク・チャネルすなわちダウン
リンク・チャネルを推定し、対応するフィードバックを生成することができる。このフィ
ードバックは、逆方向リンクすなわちアップリンク１２０、１２６によって基地局１０２
へ提供される。さらに、基地局１０２は、複数のデータ・パケットで、順方向リンク１１
８、１２４それぞれによって、モバイル・デバイス１１６、１２２それぞれへデータを送
信することができる。モバイル・デバイス１１６、１２２は、複数のデータ・パケットで
、逆方向リンク１２０、１２６それぞれによって、基地局１０２へデータを送信しうるこ
とが認識されるべきである。
【００２５】
　パケット送信スキームでは、送信機（例えば、基地局１０２および／またはモバイル・
デバイス１１６、１２２）は、データ・ストリームを、送信された一連のデータ・パケッ
トへセグメント化することができる。データ・パケットの送信の信頼性を向上するために
、ハイブリッド自動反復要求（Ｈ－ＡＲＱ）プロトコルが適用されうる。Ｈ－ＡＲＱ誤り
制御方法の例では、受信したデータを正しく復号した受信機（例えば、基地局１０２およ
び／またはモバイル・デバイス１１６、１２２）は、アクノレッジメント（ＡＣＫ）メッ
セージを送ることによって送信機にシグナルする。送信機は、ＡＣＫが検出されるまで、
特定のデータ・パケットを連続して送信または再送信し続ける。実施形態では、リトライ
の最大数を指定することができる。送信機がＡＣＫを検出しなければ、送信機と受信機と
の間の同期が失われ、スループットをロスする。基地局１０２から順方向リンク１１８、
１２４によってモバイル・デバイス１１６、１２２へデータを送信する場合、モバイル・
デバイス１１６、１２２は、再復号することによって、基地局によるＡＣＫ検出を確認す
ることができる。モバイル・デバイス１１６、１２２は、基地局１０２からデータ・パケ
ット送信を受信し、復号が正しく行われるまで、連続して送信を結合する。正しく復号さ
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れると、モバイル・デバイス１１６、１２２は、ＡＣＫメッセージを用いて基地局１０２
にシグナルする。モバイル・デバイスは、前に受信された幾つかあるいは全ての送信と結
合されたその後に受信したデータ・パケットの送信を再復号することによって、ＡＣＫ検
出を確認することができる。正しい再復号は、ＡＣＫメッセージが検出されず、再度送信
されるべきであることを示すことができる。再復号の失敗は、ＡＣＫメッセージが検出さ
れ、現在受信されたデータ送信が、データ送信を備える複数のパケットにおける次のパケ
ットに関していることを示すことができる。例えば、正しい復号は、３番目のパケットの
再送信後になされうる。この例示的な事例では、データ・パケットの３つの送信によって
、正しい復号のための十分な情報または冗長性を与える。前の送信と結合された４番目の
送信で再復号が成功した場合、前のメッセージは検出されていないかもしれないので、Ａ
ＣＫメッセージが再び送信されうる。しかしながら、再復号が失敗すると、この４番目の
送信は、シリーズにおける次のデータ・パケットになりえる。基地局１０２は、逆方向リ
ンク１２０、１２６によってモバイル・デバイス１１６、１２２から送信を受信する際に
も同様のメカニズムを適用しうることが認識されるべきである。さらに、スループットの
ロスを低減するために、正しい復号の後に受信された送信は、あたかもこの送信がシーケ
ンスにおける次のデータ・パケットと関連しているかのように正常に復号されうる。この
正常な復号処理は、再復号と並行してあるいは同時に生じうる。
【００２６】
　図２に示すように、無線通信環境で適用されるための通信装置２００が例示されている
。通信装置２００は、基地局あるいはその一部でありうる。さらに、通信装置２００は、
モバイル・デバイスあるいはその一部でありうる。通信装置２００は、送信機（図示せず
）からのデータ送信を得る受信機２０２を含んでいる。データ送信は、一連のデータ・パ
ケットを備えうる。受信機２０２は、送信信頼性および受信機－送信機間の同期を改善す
るために、Ｈ－ＡＲＱメカニズムを適用しうる。例えば、受信機２０２は、送信機からデ
ータ送信を取得し、受信および復号に成功すると、アクノレッジメント（ＡＣＫ）を送信
機に送り戻す。このアクノレッジメントは、データ送信が正しく受信され、送信機がデー
タ・ストリームの次のデータ・パケットの送信を開始できるように処理されたことを送信
機に示す。しかしながら、送信機は、送信機が余分な情報を送る結果となるアクノレッジ
メントを常に検出するとは限らない。この状況では、受信機２０２がデータ・ストリーム
の次のパケットを期待している間、送信機は冗長なパケットを再送信するので、受信機２
０２と送信機との間の同期が失われる。したがって、通信システムの処理能力もネガティ
ブな影響を受ける。
【００２７】
　アクノレッジメント・メッセージの受信に関する不完全な情報にもかかわらず、通信装
置２００は、送信機からの送信の受信および復号を継続しうる。通信装置２００によって
受信されたデータ・パケットが正しく復号されると、前に受信された送信の幾つかまたは
全てと結合されたその後の送信を再復号することによって、その後のパケット送信が有効
とされる。さらに、あたかも、データ・ストリームの次のデータ・パケットに相当するよ
うに、その後の送信が正常に復号されうる。この正常な復号は、再復号と並行して生じう
る。第１の復号が成功した後、前に受信された送信とともに直近の送信が正しく復号され
ると、直近の送信は、既に正しく受信され復号されたデータ・パケットに相当する。正し
い再復号は、送信機が、アクノレッジメントを検出せず、再送信される必要があることを
示す。前に受信された送信と結合された直近の送信の復号が失敗すると、直近の送信は、
データ・ストリームを備えた一連のデータにおける次のデータ・パケットに相当する。し
たがって、アクノレッジメントが送信機によって正しく検出されたことが確認されうる。
この復号、再復号、および確認からなるプロセスは、ストリームの全てのパケットが受信
および復号されるまで、連続した各データ・パケットについて繰り返す。
【００２８】
　通信装置２００は、送信機（図示せず）からデータ送信および／またはデータ・パケッ
トを取得する受信機２０２を含む。さらに、通信装置２００は、取得したデータ送信およ
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び／またはデータ・パケットを復号して、この送信の符号化、変調、および／またはイン
タリーブされたシンボルから、データ・ストリームのトラフィック・データを復元するこ
とを試みる。正しい復号がなされる前に、特定のデータ・パケットのいくつかの再送信が
必要とされうる。例えば、パケットが復号されないようなチャネル条件、電力制約、干渉
レベル等によって、送信における誤りがもたらされうる。特定のパケットの再送信によっ
て、デコーダ２０４に、そのデータ・パケットに関連するトラフィック・データを正しく
復元するために十分な情報が与えられる。通信装置２００は、新たに取得されたパケット
と結合するための前の送信を得ることを容易にするバッファ２０６を含む。正しく復号す
ると、通信装置２００は、送信機にアクノレッジメントを送る。バッファ２０６は、アク
ノレッジメント検出を確認するために、前のデータ・パケット送信を保持する。この正し
い復号後、受信機２０２は、送信機からのデータ・パケット送信を収集しうる。この新た
に取得されたデータ・パケットは、同様に格納されている前に取得されたパケットととも
に、バッファ２０６によって保持される。デコーダ２０４は、前に受信されたパケットの
幾つかまたは全てと結合された新たに取得したデータ・パケットを再復号しうる。さらに
、スループットにおけるロスを低減するために、デコーダ２０４がこの結合を再復号する
ことと並行して通常通りパケットを復号できるように、バッファ２０６は、新たに取得さ
れたデータ・パケットを保持することができる。再復号が成功することは、送信機が、通
信装置２００によって送信されたアクノレッジメントを検出していないことを示す。デコ
ーダ２０４による再復号の失敗は、新たに取得されたデータ・パケットが、データ・スト
リームを構成する一連のパケットにおいて最後に復号されたパケットの次のパケットであ
ることを示す。
【００２９】
　さらに、図示していないが、通信装置２００は、データ・パケット送信の受信、データ
・パケット送信の結合、データ送信の復号、アクノレッジメント・メッセージの送信等に
関連する命令群を保持するメモリを含みうることが認識されるべきである。さらに、この
メモリは、復号前に、結合のため前に受信されたデータ・パケットを保持しうる。さらに
、通信装置２００は、命令群（例えば、メモリに保持された命令群、別のソースから取得
された命令群等）を実行することに関連して適用されうるプロセッサを含むことができる
。
【００３０】
　図３は、無線通信システムにおいて適用可能な受信機システム３００を例示する。シス
テム３００は、データ・シンボルおよびパイロット・シンボルを得ることができる。復調
器３０２は、更なる処理を容易にするために、データ・シンボルを収集し、これらシンボ
ルを復調する。さらに、システム３００は、パイロット・チャネルからのパイロット・シ
ンボルを取得するチャネル推定器３０４を含む。チャネル推定器３０４は、チャネル応答
の推定値を得るために、パイロット・シンボルを利用する。復調器３０２は、送信機およ
び／または変調器によってシンボルにマップされた符号化されたデータを再生するために
、データ・シンボルを処理する。復調器３０２は、特定の変調スキーム（例えば、ＢＰＳ
Ｋ、ＱＳＰＫ、Ｍ－ＰＳＫ（フェーズ・シフト・キーイング）、Ｍ－ＱＡＭ（直交振幅変
調））に基づいて復調することができる。ここでＭは、例えば、データ・シンボルに対応
するデータ・ストリームの送信のために選択された任意の整数値（例えば、Ｍ＝２等）で
ありうる。復調器３０２は、復調されたデータ・パケットを、対数尤度比（ＬＬＲ）３０
６へ提供する。ＬＬＲ３０６は、１：０である受信ビットの尤度比（例えば確率）の対数
を適用する。ゼロに等しい比は、受信ビットもまた１ビットまたはゼロ・ビット（例えば
、どのビットが送られたのか確かではない）に等しくなるであろうことを意味する。この
対数比がゼロからより離れると、どのビット値が送られたのかを把握できる信頼度レベル
が高くなる。復号の信頼性を高めるために、Ｈ－ＡＲＱスキームでは、各Ｈ－ＡＲＱ再送
信の対数尤度比が結合される。ＬＬＲ３０６は、バッファ３０８およびバッファ３１０に
関連付けられている。復調器３０２が、復調されたパケットをＬＬＲ３０６へ転送した後
、ＬＬＲ３０６は、バッファ３０８またはバッファ３１０の何れかにパケットを格納する
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。実施形態では、ＬＬＲ３０６は、このパケットを、別のバッファの内容とともに格納す
る。例えば、ＬＬＲは、新たに取得されたパケットを、バッファ３１０によって保持され
たパケットと結合してバッファ３０８内に格納することができる。バッファ３０８または
バッファ３１０のいずれかのデータ・パケットの内容は、マルチプレクサ３１２によって
デコーダ３１４に提供されうる。デコーダ３１４は、符号化されたデータ・パケットから
、データ・ストリームのトラフィック・データを復元するために、バッファされた内容を
復号することを試みる。バッファされた内容は、復号が最初に成功するまで保持される。
復号が成功すると、バッファされた内容は、再復号による確認のために保持される。さら
に、受信機システム３００は、データ・シンボルの発信者へ、アクノレッジメント信号を
送信する。正しい復号に続いて取得され、復調器３０２によって復調されたパケットは、
前に受信されたパケットとともにバッファ３０８および／またはバッファ３１０内に格納
される。デコーダ３１４は、既に保持されている送信とともに、次のパケットを再復号す
ることを試みる。正しい再復号は、通信リンクの他端のデータ・パケット送信機が、デー
タ・パケット受信機システム３００上の送信機によって送られたアクノレッジメントを検
出しなかったことを示す。システム３００がモバイル・デバイスで使用される場合、基地
局は、モバイル・デバイス上の送信機によって送られたアクノレッジメントを検出してい
ない。一方、システム３００が基地局で使用される場合、モバイル・デバイスは、基地局
上の送信機によって送られたアクノレッジメントを検出していない。デコーダ３１４によ
る再復号の失敗は、次のパケットが、データ・ストリームを構成する一連のパケットにお
ける新たなパケットであることを示す。したがって、受信機システム３００に関連する送
信機によって送られたアクノレッジメントは、受信機システム３００との通信リンクの他
端にある送信機によって正しく受信されている。
【００３１】
　さらに、正しい復号後に取得されバッファ３０８および／またはバッファ３１０に格納
されたパケットは、前に受信された送信とは別に保持されうる。あたかも新たなデータ・
パケットに相当するかのように、デコーダ３１４は、その後の送信を別々に復号すること
ができる。この復号は、前に受信された送信とともに次の送信を再復号することと同時に
なされうる。受信機システム３００は、再復号による受信、復号、および確認を容易にす
るために、ＬＬＲ３０６、マルチプレクサ３１２、および、デコーダ３１４の論理制御を
提供するコントローラ３１６を含む。
【００３２】
　図４、図５、図７、および図９に示すように、不完全な条件下にある送信機と受信機と
の間の高度なデータ送受信を容易にすることに関連する方法論が例示される。説明を簡単
にする目的で、これら方法論は一連の動作として図示および説明されているが、幾つかの
動作は、１または複数の実施形態にしたがって、これら図示および説明されたものとは異
なる動作で、および／または、別の動作と同時に生じうるので、これら方法論は、これら
動作順によって限定されないことが理解および認識されるべきである。例えば、当業者で
あれば、方法論は、代わりに、例えば状態図のような相互関連する一連の状態またはイベ
ントとして表されうることを理解および認識するだろう。さらに、１または複数の実施形
態にしたがって方法論を実施するために、必ずしも例示された全ての動作が必要とされる
訳ではない。
【００３３】
　図４に移って、データ送信を確実に受信することを容易にする方法論４００が例示され
ている。方法４００は、とりわけ、アクノレッジメント・メッセージが送信機によって検
出されたことを確認するために適用されうる。実施形態では、方法４００は、無線通信シ
ステムにおけるモバイル・デバイスおよび／または基地局で実施されうる。参照番号４０
２において、正しい復号がなされる。最初の正しい再復号を可能にするために、十分な冗
長性が取得される前に、データ・パケットの１また複数の送信を行う。参照番号４０２で
は、次のデータ送信が受信される。このデータ送信は、データ・ストリームを構成するシ
リーズにおける複数のデータ・パケットからの少なくとも１つのパケットに相当しうる。
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さらに、このデータ伝送は、前に送られたパケットの再送信となりえる。アクノレッジメ
ント信号検出を確認するため、再復号のために、次のデータ・パケットが保持される。さ
らに、その送信は、スループットのロスを防ぐために、通常の復号サイクルＡに転送され
る。通常の復号サイクルＡは、図５に関して後述される。参照番号４０６において、取得
されたデータ送信が、前に受信された送信と結合される。例えば、このデータ・パケット
は、正しい復号およびアクノレッジメントのシグナリング後の最初のデータ・パケットで
ありうる。正しい復号のための十分な冗長性を与えるために、幾つかの送信または符号化
されたセグメントを必要とするので、データ・パケットの１または複数の送信が続けられ
る。アクノレッジメント検出の確認を容易にするために、１または複数のコピーが、最初
のデータ・パケットと結合されうる。参照番号４０８では、この結合された送信について
再復号が試みられる。４１０では、再復号が成功したかに関する判定がなされる。再復号
が成功した場合、最後に受信されたデータ・パケットが、前に受信されたパケットの再送
信である。したがって、正しい再復号は、アクノレッジメントが検出されていないことを
示す。参照番号４１０において、再復号が成功したと判定されると、この方法は、４１２
に進み、別のアクノレッジメント信号が送られる。参照番号４０４では、結合および再復
号されるための次のデータ・パケット送信が受信される。正しい再復号後に受信されたデ
ータ送信もまた、通常の復号サイクルＡへ転送されうることが認識されるべきである。参
照番号４１０において再復号が失敗すると、方法４００は、参照番号４１４へ進む。４１
４では、アクノレッジメント信号が検出されたことの確認がなされる。したがって、結合
されたデータ・パケットの再復号が失敗することは、アクノレッジメント信号が検出され
たことを示す。
【００３４】
　図５に移って、データ送信を確実に受信することを容易にする方法論５００が例示され
ている。方法５００は、とりわけ、アクノレッジメント・メッセージが送信機によって送
信されたことを確認するために適用されうる。実施形態では、方法５００は、無線通信シ
ステムにおけるモバイル・デバイスおよび／または基地局で実施されうる。この方法５０
０はさらに、図４に関連して記載した再復号方法４００と並行してなされる通常の復号処
理を示す。データ送信は、方法４００から方法５００へ転送される。このデータ送信は、
最初の正しい復号後の、次のデータ送信でありうる。さらに、このデータ送信は、再復号
またはその他のイベント後の送信でありうる。参照番号５０２において、データ・ストリ
ーム内の次のデータ・パケットに相当するデータ送信が割り当てられる。次のデータ・パ
ケットは、図４の４０２において正しく復号されたものに続くデータ・パケットである。
５０４では、もしデータ送信があれば、このデータ送信が、前に受信された送信と結合さ
れる。また、次のデータ・パケットに相当するように割り当てられる。言い換えれば、通
常の復号サイクルは、１または複数回数ループし、各ループにおいてデータ送信が受信さ
れる。データ送信は、復号を容易にする冗長性を提供するために結合される。５０４では
また、データ送信または結合が復号される。参照番号５０６では、復号が成功したかに関
する判定がなされる。復号が成功しない場合、方法５００は、参照番号５０８へ進み、次
のデータ送信が受信される。次の送信は、５０４において復号されたものと結合され、成
功したかを判定するための別のテストが実行される。５０６において復号が成功したと判
定されると、方法５００は、参照番号５１０に進み、最後に受信されたデータ送信と並行
して正しい再復号がなされたかに関する判定がなされる。正しい復号がなされた場合、方
法５００は戻る。なぜなら、このデータ送信は、アクノレッジメントが検出されていない
、前に受信され復号されたデータ・パケットの送信であるからである。並行した再復号が
成功しない場合、最後の送信が次のデータ・パケットに相当し、確認が行われた。参照番
号５１２では、次のデータ・パケットの受信を示すアクノレッジメント信号が、送信機に
送られる。
【００３５】
　図６には、対象とする開示の局面にしたがってスキームを再復号することによる確認の
実施例が示されている。複数の送信としてデータ・パケットが受信される。図６では送信



(15) JP 2014-14085 A 2014.1.23

10

20

30

40

50

１乃至５が示されているが、データ・パケットは、任意の数の送信で受信されうることが
認識されるべきである。例えば、正しい復号を可能にするために、単一のデータ・パケッ
トの送信で十分でありうる。さらに、個々のデータ・パケットの送信における誤りを克服
するために十分なレベルの冗長性を収集するために、２またはそれ以上の送信が必要とな
りうる。正しい復号がなされると、送信機によって、アクノレッジメント検出を確認する
ために、次の送信について再復号がなされうる。
【００３６】
　図６の例示にしたがうと、送信１が受信される。この送信は、バッファ１に保持されう
る。この例では、送信１の復号は失敗である。次に、送信２が受信され、バッファ１に前
に保持された内容とともにバッファ２に保持される。言い換えれば、バッファ２は、送信
１と送信２との組み合わせを保持する。また、この例によれば、バッファ２の内容（すな
わち、送信１と送信２の組み合わせ）の復号が失敗する。送信３が受信され、バッファ２
に前に保持された内容とともにバッファ１に保持される。したがって、バッファ１は、送
信１乃至送信３を保持する。送信１乃至送信３は、正しい復号を可能にする十分な冗長性
を与え、データ・パケットが受信され復号されたことをシグナルするアクノレッジメント
・メッセージが、この時点において送られる。
【００３７】
　データ送信、特に無線データ送信における多くの要因および制約によって、アクノレッ
ジメントは常に検出される訳ではない。アクノレッジメント信号の適切な検出は、このデ
ータの送信機が、データ・ストリームの連続した次のデータ・パケットへ進むことができ
ることを保証する。しかしながら、アクノレッジメント信号が正しく配信されない場合、
送信機および受信機は、同期から外れる。例えば、アクノレッジメントの検出に失敗した
送信機は、受信機が、連続する次のパケットを期待している間、パケットを再送信する。
次の送信を再復号することによって、受信機は、アクノレッジメントが検出されたか、あ
るいはされていないかを確認することができる。
【００３８】
　図６に例示されたスキームによれば、正しい復号前のバッファ状態が保存される。例え
ば、送信１と送信２は保持されるが、送信３は保持されない。送信４は、受信され、正し
い復号の直前のバッファ状態で、バッファ１内で結合される。言い換えれば、バッファ１
は、送信１、送信２、および送信４の組み合わせを保持する。送信１、送信２、および送
信４の組み合わせは、アクノレッジメント検出を確認するために再復号される。正しい再
復号は、送信４がデータ・パケットの再送信であり、アクノレッジメント信号の後に期待
されるような、シーケンスにおける次のパケットではないことを示す。したがって、アク
ノレッジメントが送信機によって検出されていないという推論がなされる。正しい再復号
がなされると、別のアクノレッジメント信号が送られ、送信４は、バッファに保持される
。この再復号プロセスと並行して通常の復号がなされうることが認識されるべきである。
例示によれば、送信４（例えば、正しい復号後の最初の送信）は、あたかもデータ・パケ
ットの最初の送信であるかの如くバッファ２によって保持されうる。例えば送信５のよう
なその後の送信も受信されうる。送信５は、バッファ１の内容と組み合わされて、バッフ
ァ２に格納される。アクノレッジメント・メッセージの検出を確認するために、送信１、
送信２、送信４、および送信５の組み合わせに対して再復号が実行される。正しい再復号
は、アクノレッジメントが検出されていないことを示す。正しくない再復号は、アクノレ
ッジメントが検出されたこと、および、直近の送信が、データ・ストリーム内の連続した
データ・パケットの一部であることを示す。さらに、送信５は、送信４とのみ結合され、
あたかも、送信４および送信５が、次のデータ・パケットの第１の送信および第２の送信
であるかのように、通常通り復号される。
【００３９】
　図７は、データ送信を確実に受信することを容易にする方法論７００を例示する。方法
７００は、アクノレッジメント・メッセージが送信機によって検出されたことを確認する
ために、とりわけ、受信機によって適用されうる。実施形態では、方法７００は、無線通
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信システムにおけるモバイル・デバイスおよび／または基地局において実施されうる。参
照番号７０２では、データ・パケット送信が受信される。データ・パケットは、データ・
ストリームを備える一連の複数のデータ・パケットからの、少なくとも１つのパケットで
ありうる。さらに、データ・パケットは、前に送られたパケットの再送信でありうる。７
０４では、受信したデータ・パケットをどのバッファが保持すべきかが判定される。例え
ば、受信機は、受信した送信を復号前に保持する１または複数のバッファを含みうる。実
施形態では、２つのバッファが含まれ、受信機は、受信された送信のおのおのについて、
２つのバッファを交互に使用する。参照番号７０６では、取得されたデータ・パケットが
、前に受信されたパケットと結合される。正しい復号のための十分な冗長性を与えるため
に、幾つかの送信が必要であるので、データ・パケットの１または複数のコピーが存在し
うる。７０８では、結合について復号が試みられる。復号に失敗すると、方法７００は、
参照番号７０２に進み、別のデータ・パケット送信が受信される。局面によれば、パケッ
ト送信は、前に受信されたデータ・パケットの再送信である。
【００４０】
　復号が成功すると、この方法７００は、参照番号７１０に進み、最後に受信された送信
が破棄される。言い換えれば、正しい復号に至る送信が破棄され、バッファは、正しい復
号がなされた前の状態に戻る。７１２では、次のデータ・パケットが受信される。このパ
ケットは、正しい復号に続いて受信された送信である。参照番号７１４では、受信された
データ・パケットをどのバッファが保持すべきかが再び判定される。７１６では、新たに
取得されたデータ・パケットが、前に受信されたパケットと結合される。参照番号７１８
では、再復号が試みられる。再復号に成功した場合、最後に受信されたデータ・パケット
は、前に受信されたパケットの再送信である。したがって、正しい再復号は、アクノレッ
ジメントが検出されていないことを示す。参照番号７１８において、再復号が成功したと
判定された場合、方法は７１２に進み、結合および再復号のために、次のデータ・パケッ
ト送信が受信される。参照番号７１８において、再復号が失敗すると、方法７００は、参
照番号７２０に進む。７２０では、アクノレッジメント信号が検出されたとの確認がなさ
れる。したがって、結合されたパケット・データの再復号が失敗したことは、アクノレッ
ジメント信号が検出されたことを示す。例えば図５に関して記載された方法５００のよう
な通常の復号処理は、再復号処理と同時になされうることが認識されるべきである。例え
ば、参照番号７１２において受信されたデータ送信は、通常の復号のために方法５００へ
転送される。
【００４１】
　図８に示すように、対象とする開示の局面にしたがってスキームを再復号することによ
る確認の例が示される。データ・パケットは、複数の送信として受信される。図８では、
送信１乃至送信５が示されているが、データ・パケットは、任意の数の送信で受信されう
ることが認識されるべきである。例えば、正しい復号を可能にするために、単一のデータ
・パケットの送信で十分でありうる。さらに、個々のデータ・パケットの送信における誤
りを克服するために十分なレベルの冗長性を収集するために、２またはそれ以上の送信が
必要となりうる。正しい復号がなされると、送信機によって、アクノレッジメント検出を
確認するために、次の送信について再復号がなされうる。
【００４２】
　図８の例示にしたがうと、送信１が受信される。この送信は、バッファ１に保持されう
る。この例では、送信１の復号は失敗である。次に、送信２が受信され、バッファ１に前
に保持された内容とともにバッファ２に保持される。言い換えれば、バッファ２は、送信
１と送信２との組み合わせを保持する。また、この例によれば、バッファ２の内容（すな
わち、送信１と送信２の組み合わせ）の復号が失敗する。送信３が受信され、バッファ２
に前に保持された内容とともにバッファ１に保持される。したがって、バッファ１は、送
信１乃至送信３を保持する。送信１乃至送信３は、正しい復号を可能にする十分な冗長性
を与え、データ・パケットが受信され復号されたことをシグナルするアクノレッジメント
・メッセージが、この時点において送られる。
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【００４３】
　図８で例示されたスキームによれば、バッファは、復号後に保存される。例えば、送信
１、送信２、および送信３が保持される。送信４が受信され、バッファ１の内容とともに
バッファ２において結合される。言い換えれば、バッファ２は、送信１、送信２、送信３
、および送信４の組み合わせを保持する。送信１、送信２、送信３、および送信４の組み
合わせは、再復号される。正しい再復号は、送信４がデータ・パケットの再送信であり、
アクノレッジメント信号後に期待されるようなシーケンスにおける次のパケットではない
ことを示す。したがって、アクノレッジメントは送信機によって検出されていないとの推
論がなされうる。再復号に成功すると、別のアクノレッジメント信号が送られ、送信４は
、組み合わされてバッファに保持される。再復号処理と並行して通常の復号がなされうる
ことが認識されるべきである。例示によれば、送信４（例えば、正しい復号後の最初の送
信）は、あたかもデータ・パケットの最初の送信であるがごとくバッファ１によって保持
されうる。例えば送信５である次の送信が受信されうる。送信５は、バッファ２の内容と
結合されて、バッファ１に格納される。アクノレッジメント・メッセージの検出を確認す
るために、送信１、送信２、送信３、送信４、および送信５の組み合わせに対して再復号
が実行される。正しい再復号は、アクノレッジメントが検出されていないことを示す。正
しくない再復号は、アクノレッジメントが検出され、直近の送信が、データ・ストリーム
内の連続したデータ・パケットの一部であることを示す。さらに、送信５は、バッファ２
において、送信４とのみ結合され、あたかも送信４および送信５が、次のデータ・パケッ
トの第１の送信および第２の送信のごとく普通に復号される。
【００４４】
　図９は、データ送信を確実に受信することを容易にする方法論９００を例示する。方法
論９００は、アクノレッジメント・メッセージが送信機によって検出されたことを確認す
るために、とりわけ受信機によって適用される。実施形態では、方法９００は、無線通信
システムにおけるモバイル・デバイスおよび／または基地局で実施されうる。参照番号９
０２では、データ・パケット送信が受信される。データ・パケットは、データ・ストリー
ムを備える一連の複数のデータ・パケットからの少なくとも１つのパケットでありうる。
さらに、このデータ・パケットは、前に送られたパケットの再送信でありうる。９０４で
は、受信したデータ・パケットをどのバッファが保持すべきかが判定される。参照番号９
０６では、取得されたデータ・パケットが、前に受信されたパケットと結合される。正し
い復号のための十分な冗長性を得るために、幾つかの送信が必要とされるので、データ・
パケットの１または複数のコピーが存在しうる。１または複数のコピーは、アクノレッジ
メント検出の確認を容易にするために、第１のデータ・パケットと結合されうる。９０８
では、この結合に対して、復号が試みられる。復号が失敗した場合、方法９００は、参照
番号９０２に進み、別のデータ・パケット送信が受信される。１つの局面では、パケット
送信は、前に受信されたデータ・パケットの再送信である。
【００４５】
　復号が成功すると、方法９００は参照番号９１０に進み、正しい復号まで受信された全
ての送信が、その後に受信された送信との符号結合のために保持される。９１２では、次
のデータ・パケットが受信される。このパケットは、正しい復号後に受信された最初の送
信である。参照番号９１４では、受信したデータ・パケットをどのバッファが保持すべき
かが判定される。９１６では、新たに取得されたデータ・パケットが、前に受信されたパ
ケットと結合される。参照番号９１８では、再復号が試みられる。再復号が成功すると、
最後に受信されたデータ・パケットは、前に受信されたパケットの再送信である。参照番
号９１８において、再復号が成功したと判定されると、この方法は９１２に進み、次のデ
ータ・パケット送信が受信され、結合および再復号される。参照番号９１８において、再
復号が失敗すると、方法９００は参照番号９２０に進む。９２０では、アクノレッジメン
ト信号が検出されたとの確認がなされる。例えば図５を参照して示された方法５００のよ
うな通常の復号処理が、再復号処理と同時になされうることが認識されるべきである。例
えば、参照番号９１２において受信されたデータ送信は、通常の復号のために方法５００
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へ転送されうる。
【００４６】
　本明細書に記載の１または複数の局面によれば、アクノレッジメント信号が送信機によ
って検出されたか、パケット送信が無視されるべきであるか等に関する推論がなされうる
ことが認識されよう。本明細書で使用されるように、「推論する」または「推論」なる文
言は一般に、イベントおよび／またはデータによってキャプチャされるような観察のセッ
トから、システム、環境、および／または、ユーザの状態を推理または推論するプロセス
を称する。推論は、特定の文脈または動作を特定するために適用されるか、あるいは、例
えば状態にわたる確率分布を生成しうる。推論は、確率論的、すなわち、データおよびイ
ベントの考慮に基づいて、興味のある状態にわたる確率分布を計算することでありうる。
推論はまた、イベントおよび／またはデータのセットから、より高いレベルのイベントを
構築するために適用される技術を称することができる。そのような推論によって、イベン
トが時間的に近接していようといまいと、これらイベントおよびデータが１または幾つか
のイベント・ソースおよびデータ・ソースに由来していようと、観察されたイベントおよ
び／または格納されたイベント・データのセットから、新たなイベントまたは動作を構築
することができる。
【００４７】
　例によれば、上述した１または複数の方法は、アクノレッジメント信号の検出の確認に
関して推論することを含みうる。さらなる例示によれば、推論は、再復号が、アクノレッ
ジメントが検出されたことを示しているかを判定すること、冗長性を与えるためにパケッ
ト再送信を符号結合すること、受信されたパケットを保持するバッファを選択することに
関してなされうる。前述した例は、本質的に例示であって、そのような推論が、本明細書
で記載された様々な実施形態および／または方法と連携してなされる推論の数あるいは方
式を限定するとは意図されていないことが認識されよう。
【００４８】
　図１０は、再復号によるアクノレッジメント検出確認を適用することを容易にするモバ
イル・デバイス１０００の例示である。モバイル・デバイス１０００は、例えば（図示し
ない）受信アンテナから信号を受信し、受信した信号について一般的な動作（例えば、フ
ィルタ、増幅、ダウンコンバート等）を実行し、この調整された信号をデジタル化して、
サンプルを得る受信機１００２を備える。受信機１００２は、例えばＭＭＳＥ受信機であ
り、受信したシンボルを復調し、それらをチャネル推定等のためにプロセッサ１００６へ
提供する復調器１００４を備えうる。プロセッサ１００６は、受信機１００２によって受
信された情報を分析すること、および／または、送信機１０１６による送信のための情報
を生成することに特化されたプロセッサであるか、モバイル・デバイス１０００の１また
は複数の構成要素を制御するプロセッサであるか、および／または、受信機１００２によ
って受信された情報の分析と、送信機１０１６による送信のための情報の生成と、モバイ
ル・デバイス１０００の１または複数の構成要素の制御との両方を行うプロセッサであり
うる。
【００４９】
　モバイル・デバイス１０００はさらに、プロセッサ１００６に動作可能に接続されたメ
モリ１００８を備えうる。このメモリは、送信されるデータ、受信データ、利用可能なチ
ャネルに関連する情報、分析された信号および／または干渉強度に関連するデータ、割り
当てられたチャネル、電力、レート等に関連する情報、および、チャネル推定およびチャ
ネルを介した通信のために適切なその他任意の情報を格納することができる。メモリ１０
０８はさらに、チャネルの推定および／または（例えば、パフォーマンス・ベース、容量
ベース等の）利用に関連するアルゴリズムおよび／またはプロトコルを格納しうる。
【００５０】
　本明細書に記載されたデータ・ストア（例えば、メモリ１００８）は、揮発性メモリま
たは不揮発性メモリの何れかであるか、あるいは、揮発性メモリと不揮発性メモリとの両
方を含みうることが認識されよう。限定ではなく例示によって、不揮発性メモリは、読取
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専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電子的プログラマブルＲＯ
Ｍ（ＥＰＲＯＭ）、電子的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、あるいはフラッシュ・メ
モリを含みうる。揮発性メモリは、外部キャッシュ・メモリとして動作するランダム・ア
クセス・メモリ（ＲＡＭ）を含みうる。限定ではなく例示によって、ＲＡＭは、例えばシ
ンクロナスＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、シンクロナスＤＲＡ
Ｍ（ＳＤＲＡＭ）、ダブル・データ・レートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、エンハ
ンストＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）、およびダ
イレクト・ラムバスＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ）のような多くの形態で利用可能である。対象と
なるシステムおよび方法のメモリ１００８は、限定されることなく、これらおよびその他
の任意の適切なタイプのメモリを備えることが意図される。
【００５１】
　プロセッサ１００２はさらに、送信の符号化、変調、および／または、インタリーブさ
れたシンボルから、データ・ストリームのトラフィック・データを復元するために、受信
機１００２によって取得されたデータ・パケットおよび／またはデータ送信を復号するこ
とを試みるデコーダ１０１０と動作可能に接続される。正しい復号がなされる前に、特定
のデータ・パケットのいくつかの再送信が必要とされる。例えば、パケットが復号できな
くなるようなチャネル条件、電力制約、干渉レベル等によって、送信に誤りがもたらされ
うる。特定のパケットの再送信は、データ・パケットに関連するトラフィック・データを
正しく復元するために十分な情報または冗長性をデコーダ１０１０に与える。プロセッサ
１００６はさらに、新たに取得されたパケットとの結合のために、前の送信を保持するこ
とを容易にするバッファ１０１２に接続される。正しく復号されると、モバイル・デバイ
ス１０００は、アクノレッジメントを送信することができる。バッファ１０１２は、アク
ノレッジメント検出を確認するために、前のデータ・パケット送信を保持する。デコーダ
１０１０は、新たに取得されたデータ・パケットを、前に受信したパケットとともに再復
号することができる。モバイル・デバイス１０００はさらに、変調器１０１４と、例えば
基地局および別のモバイル・デバイス等に信号（例えば、アクノレッジメント・メッセー
ジ）を送信する送信機１０１６とを備える。プロセッサ１００６と別に示されているが、
デコーダ１０１０、バッファ１０１２、および／または、変調器１０１４は、プロセッサ
１００６または多くのプロセッサ（図示せず）の一部でありうることが認識されるべきで
ある。
【００５２】
　図１１は、再復号によるアクノレッジメント確認を適用することを容易にするシステム
１１００の実例である。システム１１００は、複数の受信アンテナ１１０６を介して１ま
たは複数のモバイル・デバイス１１０４から信号を受信する受信機１１１０と、複数の送
信アンテナ１１０８を介して１または複数のモバイル・デバイス１１０４へ信号を送信す
る送信機１１２２とを備えた基地局１１０２（例えば、アクセス・ポイント）を備える。
局面では、送信機１１２２は、各パケットが、アクノレッジされるまで順に送信されるよ
うに、データ・ストリームを１または複数のモバイル・デバイス１１０４へと、データ・
パケットのシーケンスとして送信しうる。受信機１１１０は、受信アンテナ１１０６から
情報を受信し、受信した情報を復調する復調器１１１２と動作可能に関連付けられている
。復調されたシンボルは、図１０に関して上述したプロセッサと類似したプロセッサ１１
１４によって分析される。プロセッサ１１１４はさらに、信号（例えばパイロット）強度
および／または干渉強度を推定することに関連する情報と、送信されるデータまたはモバ
イル・デバイス１１０４（または、個別の基地局（図示せず）から受信したデータと、お
よび／または、本明細書に記載の様々な動作および機能を実行することに関連するその他
任意の適切な情報を格納するメモリ１１１６に接続されている。例えば、受信機１１１０
は、送信機１１２４によって送られた最後のデータ・パケットと関連するアクノレッジメ
ント信号をモバイル・デバイス１１０４から受信することができる。送信される情報は、
変調器１１２２に提供される。変調器１１２２は、アンテナ１１０８を介して送信機１１
２６によってモバイル・デバイス１１０４へ送信するための情報を多重化する。プロセッ
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サ１１１４と別に示されているが、復調器１１１２および／または変調器１１２２は、プ
ロセッサ１１１４または多くのプロセッサ（図示せず）のうちの一部でありうることが認
識されるべきである。
【００５３】
　図１２は、無線通信システム１２００の一例を示す。無線通信システム１２００は、簡
潔さの目的で、１つの基地局１２１０および１つのモバイル・デバイス１２５０を示す。
しかしながら、システム１２００は、１より多い基地局、および／または、１より多いモ
バイル・デバイスを含むことができ、これら追加の基地局および／またはモバイル・デバ
イスは、以下に説明する基地局１２１０およびモバイル・デバイス１２５０の例と実質的
と同じでも、別のものでもありうることが認識されるべきである。さらに、基地局１２１
０および／またはモバイル・デバイス１２５０は、その間の無線通信を容易にするために
、本明細書に記述されたシステム（図１乃至図３、図１０乃至図１１）および／または方
法（図４、５、７および９）を適用しうることが認識されるべきである。
【００５４】
　基地局１２１０では、多くのデータ・ストリームのためのトラフィック・データが、デ
ータ・ソース１２１２から送信（ＴＸ）データ・プロセッサ１２１４へ提供される。一例
によれば、おのおののデータ・ストリームは、それぞれのアンテナを介して送信される。
ＴＸデータ・プロセッサ１２１４は、トラフィック・データ・ストリームをフォーマット
し、そのデータ・ストリームのために選択された特定の符合化スキームに基づいて符号化
し、インタリーブして、符合化されたデータを提供する。
【００５５】
　おのおののデータ・ストリームの符合化されたデータは、直交周波数分割多重化（ＯＦ
ＤＭ）技術を用いてパイロット・データと多重化されうる。さらに、あるいは、その代わ
りに、パイロット・シンボルは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）
、あるいは符号分割多重化（ＣＤＭ）されうる。パイロット・データは一般に、既知の方
法で処理される既知のデータ・パターンであり、チャネル応答を推定するためにモバイル
・デバイス１２５０において使用されうる。おのおののデータ・ストリームに関する多重
化されたパイロットおよび符合化されたデータは、そのデータ・ストリームのために選択
された特定の変調スキーム（例えば、バイナリ・フェーズ・シフト・キーイング（ＢＰＳ
Ｋ）、直交フェーズ・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍフェーズ・シフト・キーイン
グ（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ）等）に基づいて変調（例えば、シンボ
ル・マップ）され、変調シンボルが提供される。おのおののデータ・ストリームのデータ
・レート、符号化、および変調は、プロセッサ１２３０によって実行または提供される命
令によって決定されうる。
【００５６】
　データ・ストリームの変調シンボルは、（例えば、ＯＦＤＭのために）変調シンボルを
処理するＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１２２０に提供される。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１
２２０はその後、ＮＴ個の変調シンボル・ストリームを、ＮＴ個の送信機（ＴＭＴＲ）１
２２２ａ乃至１２２２ｔへ提供する。様々な実施形態において、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッ
サ１２２０は、データ・ストリームのシンボル、および、そのシンボルが送信されるアン
テナへ、ビームフォーミング重みを適用する。
【００５７】
　おのおのの送信機１２２２は、１または複数のアナログ信号を提供するために、それぞ
れのシンボル・ストリームを受信して処理し、さらには、ＭＩＭＯチャネルを介した送信
に適切な変調信号を提供するために、このアナログ信号を調整（例えば、増幅、フィルタ
、およびアップコンバート）する。さらに、送信機１２２２ａ乃至１２２２ｔからのＮＴ

個の変調信号は、ＮＴ個のアンテナ１２２４ａ乃至１２２４ｔそれぞれから送信される。
【００５８】
　モバイル・デバイス１２５０では、送信された変調信号がＮＲ個のアンテナ１２５２ａ
乃至１２５２ｒによって受信され、おのおののアンテナ１２５２からの受信信号が、それ
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ぞれの受信機（ＲＣＶＲ）１２５４ａ乃至１２５４ｒへ提供される。おのおのの受信機１
２５４は、それぞれの信号を調整（例えば、フィルタ、増幅、およびダウンコンバート）
し、この調整された信号をデジタル化してサンプルを提供し、さらにこのサンプルを処理
して、対応する「受信された」シンボル・ストリームを提供する。
【００５９】
　ＲＸデータ・プロセッサ１２６０は、ＮＲ個の受信機１２５４からＮＲ個のシンボル・
ストリームを受信し、受信されたこれらシンボル・ストリームを、特定の受信機処理技術
に基づいて処理して、ＮＴ個の「検出された」シンボル・ストリームを提供する。ＲＸデ
ータ・プロセッサ１２６０は、検出されたおのおののシンボル・ストリームを復調し、デ
インタリーブし、復号して、そのデータ・ストリームのためのトラフィック・データを復
元する。ＲＸデータ・プロセッサ１２６０による処理は、基地局１２１０におけるＴＸ　
ＭＩＭＯプロセッサ１２２０およびＴＸデータ・プロセッサ１２１４によって実行される
ものと相補的である。
【００６０】
　プロセッサ１２７０は、上述したように、どの事前符合化行列を使用するのかを定期的
に決定する。さらに、プロセッサ１２７０は、行列インデクス部およびランク値部とを備
えた逆方向リンク・メッセージを規定することができる。
【００６１】
　逆方向リンク・メッセージは、通信リンクおよび／または受信されたデータ・ストリー
ムに関する様々なタイプの情報を備えうる。逆方向リンク・メッセージは、多くのデータ
・ストリームに関するトラフィック・データをデータ・ソース１２３６から受信するＴＸ
データ・プロセッサ１２３８によって処理され、変調器１２８０によって変調され、送信
機１２５４ａ乃至１２５４ｒによって調整され、基地局１２１０へ送り戻される。
【００６２】
　基地局１２１０では、モバイル・デバイス１２５０からの変調信号が、アンテナ１２２
４によって受信され、受信機１２２２によって調整され、復調器１２４０によって復調さ
れ、ＲＸデータ・プロセッサ１２４２によって処理されて、モバイル・デバイス１２５０
によって送信された逆方向リンク・メッセージを抽出する。さらに、プロセッサ１２３０
は、ビームフォーミング重みを決定するためにどの事前符合化行列を使用するかを決定す
るために、この抽出されたメッセージを処理する。
【００６３】
　プロセッサ１２３０およびプロセッサ１２７０は、基地局１２１０およびモバイル・デ
バイス１２５０それぞれにおける動作を指示（例えば、制御、調整、管理等）する。プロ
セッサ１２３０およびプロセッサ１２７０はそれぞれ、プログラム・コードおよびデータ
を格納するメモリ１２３２およびメモリ１２７２に関連付けられうる。プロセッサ１２３
０およびプロセッサ１２７０はまた、アップリンクおよびダウンリンクそれぞれのための
周波数およびインパルス応答推定値を導出する計算をも実行する。
【００６４】
　本明細書に記載された実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミ
ドルウェア、マイクロコード、あるいはこれらの任意の組み合わせで実現されうることが
理解されるべきである。ハードウェアで実現する場合、処理ユニットは、１または複数の
特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理
デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラム可能論理回路（ＰＬＤ）、フィールドプログラム可能
ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロ・コントローラ、マ
イクロプロセッサ、本明細書に記載の機能を実行するために設計されたその他の電子ユニ
ット、あるいはこれらの組み合わせ内に実装されうる。
【００６５】
　これら実施形態が、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアあるいはマイクロコ
ード、プログラム・コードあるいはコード・セグメントで実現される場合、これらは、例
えば記憶要素のような機械読取可能媒体に格納されうる。コード・セグメントは、手順、
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ア・パッケージ、クラス、または、命令、データ構造、あるいはプログラム文からなる任
意の組み合わせを表すことができる。コード・セグメントは、情報、データ、引数、パラ
メータ、あるいは記憶内容の引渡しおよび／または受信を行うことによって、他のコード
・セグメントまたはハードウェア回路に接続されうる。情報、引数、パラメータ、データ
等は、メモリ共有、メッセージ引渡し、トークン引渡し、ネットワーク送信等を含む任意
の適切な手段を用いて引渡し、転送、あるいは送信されうる。
【００６６】
　ソフトウェアで実現する場合、本明細書に記載のこれら技術は、本明細書に記載の機能
を実行するモジュール（例えば、手順、機能等）を用いて実現されうる。ソフトウェア・
コードは、メモリ・ユニット内に格納され、プロセッサによって実行されうる。メモリ・
ユニットは、プロセッサ内部またはプロセッサ外部に実装されうる。プロセッサ外部に実
装される場合、メモリ・ユニットは、当該技術分野で周知の様々な手段によってプロセッ
サと通信可能に接続されうる。
【００６７】
　図１３に示すように、再復号によってアクノレッジメント検出を確認することによるハ
イブリッド自動反復要求の高度化によって、データ・パケットの確実な受信を有効にする
システム１３００が例示される。例えば、システム１３００は、モバイル・デバイスおよ
び／または基地局内に少なくとも部分的に存在しうる。システム１３００は、プロセッサ
、ソフトウェア、またはこれらの組み合わせ（例えば、ファームウェア）によって実現さ
れる機能を表す機能ブロックでありうる機能ブロックを含むものとして示されていること
が認識されるべきである。システム１３００は、連携して動作しうる電子構成要素の論理
グループ１３０２を含む。例えば、論理グループ１３０２は、データ送信を受信するため
の電子構成要素１３０４を含みうる。このデータ送信は、データ・パケットのシーケンス
中の特定のデータ・パケットに相当しうる。さらに、論理グループ１３０２は、データ送
信を、前に受信した送信と組み合わせる電子構成要素１３０６を備えうる。例えば、前に
保持された送信を保持するために、１または複数のバッファが適用されうる。さらに、論
理グループ１３０２は、結果として得られた結合の復号および再復号のための電子構成要
素１３０８を含みうる。例えば、新たなデータ送信が、前に受信されたデータ送信に加え
られてバッファ内に格納され、バッファの完全な内容が、再復号のためにデコーダへ提供
されうる。さらに、システム１３００は、電子構成要素１３０４、１３０６、および１３
０８に関連する機能を実行するための命令群を保持するメモリ１３１０を含みうる。メモ
リ１３１０の外側にあると示されているが、電子構成要素１３０４、１３０６、１３０８
のうちの１または複数は、メモリ１３１０内に存在しうることが理解されるべきである。
【００６８】
　上述したものは、１または複数の実施形態の例を含んでいる。もちろん、上述した実施
形態を説明する目的で、構成要素または方法論の考えられる全ての組み合わせを記述する
ことは可能ではないが、当業者であれば、様々な実施形態のさらに多くの組み合わせおよ
び置き換えが可能であることを認識することができる。したがって、記載された実施形態
は、請求項の精神および範囲内にあるそのような全ての変更、修正、および変形を含むこ
とが意図される。さらにまた、用語「含む」が、詳細説明あるいは請求項のうちの何れか
で使用されている限り、その用語は、用語「備える」が、請求項における遷移語として適
用される場合に解釈されるように、用語「備える」と同様に包括的であることが意図され
る。
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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月26日(2013.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信のための方法であって、
　１または複数の前のデータ・パケットを備える１または複数の前に受信されたデータ送
信を復号することと、
　データ・パケットのシーケンスから、データ・パケットを備えるデータ送信を受信する
ことと、
　前記データ送信を、前記前に受信されたデータ送信と結合することと、
　前記前に受信されたデータ送信がすでに正しく復号された場合であっても、その結合結
果を再復号することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記復号することは、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
を備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続したデータ送信を破棄
することをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持することをさらに備える請求項２
に記載の方法。
【請求項５】
　前記データ送信が、前記前のデータ・パケットから、最後に復号されたデータ・パケッ
トを備えるかを判定することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記結合結果の再復号が成功したことを識別することをさらに備える請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルすることをさらに備える請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別することをさらに備える請求項５に記載の
方法。
【請求項９】
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てることをさらに備える請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記データ送信を受信することは、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納することを備える請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
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　連続したデータ送信を、１または複数のバッファに格納することをさらに備える請求項
１０に記載の方法。
【請求項１２】
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納することをさらに
備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記データ送信を同時に復号することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　通信に適応された装置であって、
　１または複数の前のデータ・パケットを備える１または複数の前に受信されたデータ送
信を復号することと、データ・パケットのシーケンスから、データ・パケットを備えるデ
ータ送信を受信することと、前記データ送信を、前記前に受信されたデータ送信と結合す
ることと、前記前に受信されたデータ送信がすでに正確に復号された場合であっても、そ
の結合結果を再復号することとに関する命令群を保持するメモリと、
　前記メモリに接続され、前記メモリに保持された命令群を実行するように構成されたプ
ロセッサと
を備える装置。
【請求項１５】
　復号することに関する命令群は、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
に関する命令群を備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記メモリはさらに、前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続
したデータ送信を破棄することに関する命令群を保持する請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記メモリはさらに、前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持する請求項
１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記メモリはさらに、前記データ送信が、前記前のデータ・パケットから、最後に受信
され復号されたデータ・パケットを備えるかを判定することに関する命令群を保持する請
求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記メモリはさらに、前記結合結果の再復号が成功したことを識別することに関する命
令群を保持する請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記メモリはさらに、再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント
・メッセージを送信機にシグナルすることに関する命令群を保持する請求項１９に記載の
装置。
【請求項２１】
　前記メモリはさらに、前記結合結果の再復号が失敗したことを識別することに関する命
令群を保持する請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　前記メモリはさらに、前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次
のデータ・パケットへ割り当てることに関する命令群を保持する請求項２１に記載の装置
。
【請求項２３】
　前記メモリはさらに、前記データ送信を同時に復号することに関する命令群を保持する
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請求項１４に記載の装置。
【請求項２４】
　通信に適応された装置であって、
　１または複数の前のデータ・パケットを備える１または複数の前に受信されたデータ送
信を復号する手段と、
　データ・パケットのシーケンスから、データ・パケットを備えるデータ送信を受信する
手段と、
　前記データ送信を、前記前に受信されたデータ送信と結合する手段と、
　前記前に受信されたデータ送信がすでに正しく復号された場合であっても、その結合結
果を再復号する手段と
を備える装置。
【請求項２５】
　前記復号する手段は、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合する手段と、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号する手段と、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
る手段と
を備える請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続したデータ送信を破棄
する手段をさらに備える請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持する手段をさらに備える請求項２
５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記データ送信が、前記前のデータ・パケットから、最後に受信され復号されたデータ
・パケットを備えるかを判定する手段をさらに備える請求項２４に記載の装置。
【請求項２９】
　前記結合結果の再復号が成功したことを識別する手段をさらに備える請求項２８に記載
の装置。
【請求項３０】
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルする手段をさらに備える請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別する手段をさらに備える請求項２８に記載
の装置。
【請求項３２】
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てる手段をさらに備える請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記データ送信を受信する手段は、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納する手段を備える請求項２４に記載の装置。
【請求項３４】
　連続したデータ送信を、１または複数のバッファに格納する手段をさらに備える請求項
３３に記載の装置。
【請求項３５】
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納する手段をさらに
備える請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記データ送信を同時に復号する手段をさらに備える請求項２４に記載の装置。
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【請求項３７】
　機械読取可能媒体であって、
　１または複数の前のデータ・パケットを備える１または複数の前に受信されたデータ送
信を復号することと、
　データ・パケットのシーケンスから、データ・パケットを備えるデータ送信を受信する
ことと、
　前記データ送信を、前記前に受信されたデータ送信と結合することと、
　前記前に受信されたデータ送信がすでに正しく復号された場合であっても、その結合結
果を再復号することと
のための、格納された機械実行可能な命令群を有する機械読取可能媒体。
【請求項３８】
　前記復号するための命令群は
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
のための命令群をさらに備える請求項３７に記載の機械読取可能媒体。
【請求項３９】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続したデータ送信を破棄
するための命令群をさらに備える請求項３８に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４０】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持するための命令群をさらに備える
請求項３８に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４１】
　前記データ送信が、前記前のデータ・パケットからの最後に受信され復号されたデータ
・パケットを備えるかを判定するための命令群をさらに備える請求項３７に記載の機械読
取可能媒体。
【請求項４２】
　前記結合結果の再復号が成功したことを識別するための命令群をさらに備える請求項４
１に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４３】
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルするための命令群をさらに備える請求項４２に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４４】
　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別するための命令群をさらに備える請求項４
１に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４５】
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てるための命令群をさらに備える請求項４４に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４６】
　前記データ送信を受信することは、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納することを備える請求項３７に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４７】
　連続したデータ送信を、１または複数のバッファに格納するための命令群をさらに備え
る請求項４６に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４８】
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納するための命令群
をさらに備える請求項４７に記載の機械読取可能媒体。
【請求項４９】
　前記データ送信を同時に復号するための命令群をさらに備える請求項３７に記載の機械
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読取可能媒体。
【請求項５０】
　装置であって、
　１または複数の前のデータ・パケットを備える１または複数の前に受信されたデータ送
信を復号し、
　データ・パケットのシーケンスから、データ・パケットを備えるデータ送信を受信し、
　前記データ送信を、前記前に受信されたデータ送信と結合し、
　前記前に受信されたデータ送信がすでに正しく復号された場合であっても、その結合結
果を再復号する
ように構成された集積回路を備えた装置。
【請求項５１】
　前記復号することは、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
を備える請求項５０に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　プロセッサ１００６はさらに、送信の符号化、変調、および／または、インタリーブさ
れたシンボルから、データ・ストリームのトラフィック・データを復元するために、受信
機１００２によって取得されたデータ・パケットおよび／またはデータ送信を復号するこ
とを試みるデコーダ１０１０と動作可能に接続される。正しい復号がなされる前に、特定
のデータ・パケットのいくつかの再送信が必要とされる。例えば、パケットが復号できな
くなるようなチャネル条件、電力制約、干渉レベル等によって、送信に誤りがもたらされ
うる。特定のパケットの再送信は、データ・パケットに関連するトラフィック・データを
正しく復元するために十分な情報または冗長性をデコーダ１０１０に与える。プロセッサ
１００６はさらに、新たに取得されたパケットとの結合のために、前の送信を保持するこ
とを容易にするバッファ１０１２に接続される。正しく復号されると、モバイル・デバイ
ス１０００は、アクノレッジメントを送信することができる。バッファ１０１２は、アク
ノレッジメント検出を確認するために、前のデータ・パケット送信を保持する。デコーダ
１０１０は、新たに取得されたデータ・パケットを、前に受信したパケットとともに再復
号することができる。モバイル・デバイス１０００はさらに、変調器１０１４と、例えば
基地局および別のモバイル・デバイス等に信号（例えば、アクノレッジメント・メッセー
ジ）を送信する送信機１０１６とを備える。プロセッサ１００６と別に示されているが、
デコーダ１０１０、バッファ１０１２、および／または、変調器１０１４は、プロセッサ
１００６または多くのプロセッサ（図示せず）の一部でありうることが認識されるべきで
ある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　図１１は、再復号によるアクノレッジメント確認を適用することを容易にするシステム
１１００の実例である。システム１１００は、複数の受信アンテナ１１０６を介して１ま
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たは複数のモバイル・デバイス１１０４から信号を受信する受信機１１１０と、複数の送
信アンテナ１１０８を介して１または複数のモバイル・デバイス１１０４へ信号を送信す
る送信機１１２４とを備えた基地局１１０２（例えば、アクセス・ポイント）を備える。
局面では、送信機１１２４は、各パケットが、アクノレッジされるまで順に送信されるよ
うに、データ・ストリームを１または複数のモバイル・デバイス１１０４へと、データ・
パケットのシーケンスとして送信しうる。受信機１１１０は、受信アンテナ１１０６から
情報を受信し、受信した情報を復調する復調器１１１２と動作可能に関連付けられている
。復調されたシンボルは、図１０に関して上述したプロセッサと類似したプロセッサ１１
１４によって分析される。プロセッサ１１１４はさらに、信号（例えばパイロット）強度
および／または干渉強度を推定することに関連する情報と、送信されるデータまたはモバ
イル・デバイス１１０４（または、個別の基地局（図示せず）から受信したデータと、お
よび／または、本明細書に記載の様々な動作および機能を実行することに関連するその他
任意の適切な情報を格納するメモリ１１１６に接続されている。例えば、受信機１１１０
は、送信機１１２４によって送られた最後のデータ・パケットと関連するアクノレッジメ
ント信号をモバイル・デバイス１１０４から受信することができる。送信される情報は、
変調器１１２２に提供される。変調器１１２２は、アンテナ１１０８を介して送信機１１
２４によってモバイル・デバイス１１０４へ送信するための情報を多重化する。プロセッ
サ１１１４と別に示されているが、復調器１１１２および／または変調器１１２２は、プ
ロセッサ１１１４または多くのプロセッサ（図示せず）のうちの一部でありうることが認
識されるべきである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　上述したものは、１または複数の実施形態の例を含んでいる。もちろん、上述した実施
形態を説明する目的で、構成要素または方法論の考えられる全ての組み合わせを記述する
ことは可能ではないが、当業者であれば、様々な実施形態のさらに多くの組み合わせおよ
び置き換えが可能であることを認識することができる。したがって、記載された実施形態
は、請求項の精神および範囲内にあるそのような全ての変更、修正、および変形を含むこ
とが意図される。さらにまた、用語「含む」が、詳細説明あるいは請求項のうちの何れか
で使用されている限り、その用語は、用語「備える」が、請求項における遷移語として適
用される場合に解釈されるように、用語「備える」と同様に包括的であることが意図され
る。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　通信のための方法であって、
　データ・パケットのシーケンスから、前記データ・パケットに対応するデータ送信を受
信することと、
　前記データ送信を、１または複数の前に受信されたデータ送信と結合することと、
　その結合結果を再復号することと
を備える方法。
［Ｃ２］
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ３］



(32) JP 2014-14085 A 2014.1.23

　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続したデータ送信を破棄
することをさらに備えるＣ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持することをさらに備えるＣ２に記
載の方法。
［Ｃ５］
　前記データ送信が、最後に復号されたデータ・パケットに相当するかを判定することを
さらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記結合結果の再復号が成功したことを識別することをさらに備えるＣ５に記載の方法
。
［Ｃ７］
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルすることをさらに備えるＣ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別することをさらに備えるＣ５に記載の方法
。
［Ｃ９］
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てることをさらに備えるＣ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記データ送信を受信することは、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納することを備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　連続したデータ送信を、並行したバッファに交互に格納することをさらに備えるＣ１０
に記載の方法。
［Ｃ１２］
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納することをさらに
備えるＣ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記データ送信を同時に復号することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　通信に適応された装置であって、
　データ・パケットのシーケンスから、前記データ・パケットに対応するデータ送信を受
信することと、前記データ送信を、１または複数の前に受信されたデータ送信と結合する
ことと、その結合結果を再復号することとに関する命令群を保持するメモリと、
　前記メモリに接続され、前記メモリに保持された命令群を実行するように構成されたプ
ロセッサと
を備える装置。
［Ｃ１５］
　前記メモリはさらに、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
に関する命令群を保持するＣ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記メモリはさらに、前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続
したデータ送信を破棄することに関する命令群を保持するＣ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
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　前記メモリはさらに、前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持するＣ１５
に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記メモリはさらに、前記データ送信が、最後に受信され復号されたデータ・パケット
に相当するかを判定することに関する命令群を保持するＣ１４に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記メモリはさらに、前記結合結果の再復号が成功したことを識別することに関する命
令群を保持するＣ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記メモリはさらに、再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント
・メッセージを送信機にシグナルすることに関する命令群を保持するＣ１９に記載の装置
。
［Ｃ２１］
　前記メモリはさらに、前記結合結果の再復号が失敗したことを識別することに関する命
令群を保持するＣ１８に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記メモリはさらに、前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次
のデータ・パケットへ割り当てることに関する命令群を保持するＣ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記メモリはさらに、前記データ送信を同時に復号することに関する命令群を保持する
Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２４］
　通信に適応された装置であって、
　データ・パケットのシーケンスから、前記データ・パケットに対応するデータ送信を受
信する手段と、
　前記データ送信を、１または複数の前に受信されたデータ送信と結合する手段と、
　その結合結果を再復号する手段と
を備える装置。
［Ｃ２５］
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合する手段と、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号する手段と、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
る手段と
をさらに備えるＣ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続したデータ送信を破棄
する手段をさらに備えるＣ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持する手段をさらに備えるＣ２５に
記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記データ送信が、最後に受信され復号されたデータ・パケットに相当するかを判定す
る手段をさらに備えるＣ２４に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記結合結果の再復号が成功したことを識別する手段をさらに備えるＣ２８に記載の装
置。
［Ｃ３０］
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルする手段をさらに備えるＣ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
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　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別する手段をさらに備えるＣ２８に記載の装
置。
［Ｃ３２］
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てる手段をさらに備えるＣ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記データ送信を受信する手段は、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納する手段を備えるＣ２４に記載の装置。
［Ｃ３４］
　連続したデータ送信を、並行したバッファに交互に格納する手段をさらに備えるＣ３３
に記載の装置。
［Ｃ３５］
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納する手段をさらに
備えるＣ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記データ送信を同時に復号する手段をさらに備えるＣ２４に記載の装置。
［Ｃ３７］
　機械読取可能媒体であって、
　データ・パケットのシーケンスから、前記データ・パケットに対応するデータ送信を受
信することと、
前記データ送信を、１または複数の前に受信されたデータ送信と結合することと、
その結合結果を再復号することと
のための、格納された機械実行可能な命令群を有する機械読取可能媒体。
［Ｃ３８］
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
のための命令群をさらに備えるＣ３７に記載の機械読取可能媒体。
［Ｃ３９］
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最後の連続したデータ送信を破棄
するための命令群をさらに備えるＣ３８に記載の機械読取可能媒体。
［Ｃ４０］
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持するための命令群をさらに備える
Ｃ３８に記載の機械読取可能媒体。
［Ｃ４１］
　前記データ送信が、最後に受信され復号されたデータ・パケットに相当するかを判定す
るための命令群をさらに備えるＣ３７に記載の機械読取可能媒体。
［Ｃ４２］
　前記結合結果の再復号が成功したことを識別するための命令群をさらに備えるＣ４１に
記載の機械読取可能媒体。
［Ｃ４３］
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルするための命令群をさらに備えるＣ４２に記載の機械読取可能媒体。
［Ｃ４４］
　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別するための命令群をさらに備えるＣ４１に
記載の機械読取可能媒体。
［Ｃ４５］
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てるための命令群をさらに備えるＣ４４に記載の機械読取可能媒体。
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［Ｃ４６］
　前記データ送信を受信することは、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納することを備えるＣ３７に記載の機械読取可能媒体。
［Ｃ４７］
　連続したデータ送信を、並行したバッファに交互に格納するための命令群をさらに備え
るＣ４６に記載の機械読取可能媒体。
［Ｃ４８］
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納するための命令群
をさらに備えるＣ４７に記載の機械読取可能媒体。
［Ｃ４９］
　前記データ送信を同時に復号するための命令群をさらに備えるＣ３７に記載の機械読取
可能媒体。
［Ｃ５０］
　装置であって、
　データ・パケットのシーケンスから、前記データ・パケットに対応するデータ送信を受
信し、前記データ送信を、１または複数の前に受信されたデータ送信と結合し、その結合
結果を再復号するように構成された集積回路を備えた装置。
［Ｃ５１］
　前記集積回路はさらに、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合し、前記符号結合された１ま
たは複数の前に受信されたデータ送信を復号し、前記１または複数の前に受信されたデー
タ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送るように構成されたＣ５０に記載の装置。
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